
保存版

　学校からの連絡がない場合は、原則として通常通りに登校する。

　登校中に情報が発表された場合は、原則としてそのまま登校し、「在校時」に準じた対応をする。
　下校中に情報が発表された場合は、原則としてそのまま下校し、「在校時」に準じた対応をする。

規準となる時間帯

登校前

名古屋市立千年小学校

＊　暴風・台風・大雨等に対する措置と同様に、宮中・白鳥小と連携し、「きずなネット学校連絡網」で連絡を行います。
＊　この文書は、最新版が配付されるまでは、無くさないようにご家庭で保管し、いつでも確認できるようにしてください。

　 令和６年度　南海トラフ地震に関連する情報発表時及び
　　　大規模災害(直下型地震等)発生時の対応について

登下校時
　登校中に災害が発生した場合は、職員が被害状況や児童の登校状況を確認に出向き、登校できる状況であれば、
そのまま登校する。登校できた児童については「在校時」に準じた対応をする。
　下校中に災害が発生した場合は、原則としてそのまま下校し、「在校時」に準じた対応をする。

在校時
　原則として、そのまま授業を行う。状況によっては、児童の安全を確保し、直ちに授業をはじめとする
教育活動を打ち切り、保護者もしくは、引き取り依頼を受けた者の引き取りにて下校する。
  引き取りがあるまで、児童は学校で待機する。

在校時

　授業をはじめとする教育活動を打ち切り、児童の安全を確保し、学校で待機する。
　その後、保護者もしくは、引き取り依頼を受けた者の引き取りにて下校する。
  引き取りがあるまでは、児童は学校で待機する。
　翌日以降、学校から連絡があるまで、臨時休業とする。

登校前 　学校は、臨時休業。児童は、学校からの連絡があるまで自宅で待機する。

大規模災害(直下型地震等)が発生した場合の対応について

登下校時

規準となる時間帯 対応

南海トラフ地震に関連する情報が発表された場合の対応について
対応


